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山
片
蟠
桃
『
夢
ノ
代
』
経
論
篇
訳
注
（
二
）

岸　

田　

知　

子

一
、
テ
キ
ス
ト
は
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、

こ
れ
に
句
読
点
等
を
施
し
た
日
本
思
想
大
系（
岩
波
書
店
）

本
を
参
照
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
コ
ト
、
ド
モ
、
シ
テ
を
記
す
記
号
は
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
の
う
ち
片
仮
名
は
底
本
に
よ
る
。

平
仮
名
は
訳
注
者
が
施
し
た
。

一
、
底
本
の
欄
外
書
き
込
み
は
（
欄
外
：
）
と
し
て
該
当
箇
所

に
挿
入
し
た
。

一
、［　

］
は
底
本
で
は
章
末
に
あ
る
。
別
本
に
拠
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
岩
波
本
に
従
っ
て
本
文
中
に
挿
入
し
た
。

一
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
訳
注
者
が
つ
け
た
。
な
お
、
注
は
な

る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
詳
し
く
書
い
た
。

（『
中
国
研
究
集
刊
』
に
連
載
中
の
「『
夢
ノ
代
』
雑
書
篇

訳
注
」
に
合
わ
せ
て
、
凡
例
を
少
々
改
め
た
。）

九
、
月
令
篇
に
つ
い
て

　

月
令

①

ノ
書
ハ
呂リ

ヨ

不フ

韋ヒ
②

ノ
作
ト
云
説
ア
リ
。
何
ノ
為
ニ
作
リ

タ
ル
ヤ
怪
シ
ム
へ
シ
。
四
季
ヲ
以
テ
五
行
ニ
配
シ
テ
、
行ゆ

き

ツ
マ
リ

テ
、
土
用
ヲ
立
テ
、
中
央
土
ト
シ
、
黄
ト
ス
。
ソ
ノ
月
令
、
タ
ト

ヘ
バ
孟
春
ト
イ
ヘ
ド
モ

③
、
青
竜
ニ
騎の

ら

サ
ル
ナ
リ
。
古
ヘ
ニ
在
ザ

ル
ナ
リ

④
。
鑾ラ

ン

輅ロ

ニ
乗ノ

ラ

ザ
ル
ナ
リ
。
青セ

イ

旂キ

ヲ
載タ

テ

サ
ル
ナ
リ
。
蒼
玉

ヲ
服
セ
ザ
ル
ナ
リ
。
麦ム

ギ

ト
羊ヒ

ツ
ジト

ヲ
食
ザ
ル
ナ
リ
。
況
ヤ
ソ
ノ
余
ヲ

ヤ
。
コ
レ
空
論
空
礼
ニ
シ
テ
云
ニ
タ
ラ
ズ
。
ミ
ナ
捧
腹

⑤
ス
ベ
シ
。

【
注
】

①
『
礼
記
』
に
月
令
篇
が
あ
る
。
十
二
ヶ
月
の
気
候
と
そ
の
月
々

に
行
う
政
令
と
を
記
し
た
も
の
。
い
わ
ゆ
る
年
中
行
事
で
あ
る
。

も
と
秦
の
呂
不
韋
が
『
周
書
』
七
十
一
篇
中
の
第
五
十
三
篇
に
基
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づ
い
て
集
め
た
も
の
で
、
漢
に
至
っ
て
『
礼
記
』
に
入
れ
ら
れ
た

と
い
わ
れ
る
。

②
秦
の
荘
襄
王
と
始
皇
帝
に
仕
え
た
。
編
著
に
『
呂
氏
春
秋
』
が

あ
る
。

③
『
礼
記
』
月
令
「
孟
春
之
月
」
に
「
天
子
居
青
陽
左
个
、
乗
鸞

路
、
駕
倉
龍
、
載
青
旂
、
衣
青
衣
、
服
倉
玉
、
食
麦
与
羊
（
天
子　

青
陽
左
个
に
居
り
て
、
鸞
路
に
乗
り
、
倉
龍
に
駕
し
、
青
旂
を
載

せ
、
青
衣
を
衣
て
、
倉
玉
を
服
し
、
麦
と
羊
と
を
食
す
）」と
あ
る
。

青
陽
は
天
子
の
東
堂
（
東
の
御
殿
）。
鸞
路
は
虞
舜
の
車
。
倉
は

蒼
と
同
じ
。
旂
は
旗
。

④
岩
波
本
で
は
「
右
［
个
ニ
］
在
ザ
ル
ナ
リ
」。「
左
个
」
と
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
を
「
右
个
」
に
誤
り
、
さ
ら
に
「
古
ヘ
」
と
書
き
誤
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
腹
を
か
か
え
て
大
笑
い
す
る
。
抱
腹
と
書
く
の
は
誤
用
に
よ
る

慣
用
。

【
現
代
語
訳
】

　

月
令
の
書
は
呂
不
韋
の
作
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
何
の
た
め
に

作
っ
た
の
か
怪
し
む
べ
き
で
あ
る
。
四
季
を
五
行
に
配
し
、
行
き

づ
ま
っ
て
、
土
用
を
立
て
、
中
央
を
土
と
し
、
黄
と
し
て
い
る
。

そ
の
月
令
に
照
ら
し
合
わ
す
と
、
た
と
え
ば
孟
春
と
い
っ
て
も
、

青
い
竜
に
騎
乗
な
ぞ
し
な
い
。
東
の
宮
殿
の
左
に
居
る
わ
け
で
は

な
い
。
舜
の
車
で
あ
る
鸞
輅
に
乗
ら
な
い
。
青
い
旗
を
建
て
な
い
。

青
い
玉
を
身
に
つ
け
な
い
。
麦
と
羊
と
を
食
べ
な
い
。
ま
し
て
、

そ
の
他
に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
実
体
の
な
い
空

論
空
礼
で
あ
っ
て
、
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。
ど
れ
も
笑
い

と
ば
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

十
、
幼
児
教
育

　
「
幼
子
常
視シ

メ
スレ

勿
ヲレ

誑ア
サ
ム
ク

①
」。
コ
ノ
語
多
ク
「
視シ

メ

ス
誑
コ
ト
ナ
カ

レ
」
ト
ヨ
ム
ハ
ア
シ
ヽ
。「
誑
コ
ト
ナ
キ
ヲ
視
ス
」
ト
ヨ
ム
ベ
シ
。

意
親
切

②

ナ
リ
。
昔
大
姙ジ

ン
③

ノ
文
王
ヲ
教キ

ヤ
ウ
イ
ク育

ス
ル
ヤ
、
胎
中
ヨ
リ

コ
レ
ヲ
ヲ
シ
ヘ
、
食
ス
レ
バ
教
ヘ
、
言
ヘ
ハ
ヲ
シ
ヘ
、
歩
ス
レ
バ

ヲ
シ
ヘ
、
行
ヘ
バ
ヲ
シ
ユ
。
行キ

ャ
ウ
シ
ウ
サ
ク
ハ

住
坐
臥

④

ヲ
シ
ヘ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ

ナ
シ
。
ユ
ヘ
ニ
ヨ
ク
聖
徳
ヲ
ナ
ス
。
シ
カ
ル
ニ
今
ノ
幼
子
ヲ
羪ヤ
ウ

育

ス
ル
ヤ
、
父
母
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
、
親シ

ン

戚セ
キ

婢ヒ

妾シ
ャ
ウ

⑤

ツ
子ね

ニ
愛ア

イ

ニ
溺ヲ

ホ

レ
テ
コ
レ
ヲ
弄ロ

ウ

玩ク
ハ
ン

⑥
シ
、
不
正
・
淫
行

⑦
ノ
コ
ト
ノ
ミ
ヲ
ヲ
シ
ヘ
、

或
ハ
戯

タ
ハ
ム
レノ

ア
マ
リ
ニ
有ア

ル

ヲ
以
テ
無ナ

シ

ト
云
、
無ナ

キ

ヲ
以
テ
有ア

リ

ト
云
、
淫

芸
・
妖
術
ノ
域イ

キ

ニ
遊
行
シ
、
劇ゲ

キ

場シ
ヤ
ウ

散サ
ン

楽ガ
ク

⑧
ニ
泥ナ

ヅ

ミ
⑨

、
仏
ヲ
礼
シ
、

鬼
神

⑩

ヲ
狎ヲ

フ

侮ブ
⑪

ス
。
八
九
歳
ヨ
リ
シ
テ
後
、
少
シ
キ
心
ア
ル
父

母
ハ
、
学
ヲ
ス
ヽ
メ
礼
義
ヲ
習
ハ
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
先
入
主

⑫

ト

ナ
リ
テ
淫イ

ン

戯キ

涵カ
ン
ヨ
ウ養

⑬

シ
テ
、
ソ
ノ
垢ア

カ

ヲ
去
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
タ
ト

ヒ
賢
ニ
シ
テ
学
ブ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
先
入
ノ
垢
ヲ
去
ル
ノ
功
労

⑭

ニ
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日
経へ

テ
、
大
儒
ト
ナ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
コ
レ
ミ
ナ
後
世
ノ
子
ヲ

育
ス
ル
ノ
難
ニ
シ
テ
、
真
儒
ノ
ナ
ラ
ザ
ル
ヤ
、
ム
ベ
ナ
リ
。
唯
文

王
ノ
ゴ
ト
ク
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
ト
モ
、
幼
ヨ
リ
育
ク
ム
ニ
先マ

ヅ

ハ

誑
コ
ト
ナ
キ
ヨ
リ
シ
メ
ス
ベ
シ
。
然
レ
バ
旧キ

ウ
セ
ン染

ノ
垢
少
ク
シ
テ
、

早
ク
切
磋
琢タ

ク
マ磨

⑮

ノ
功
ニ
カ
ヽ
ル
ベ
シ
。
只
始
ヨ
リ
垢
付
ノ
少
キ

ヲ
希

コ
イ
子
ガフ

ノ
ミ
。

【
注
】

①
『
礼
記
』
曲
礼
篇
。

②
ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
こ
と
。

③
周
の
文
王
の
母
、
太
任
。

④
行
く
と
と
ま
る
と
、
す
わ
る
と
ふ
す
と
。
日
常
の
起
居
動
作
。

⑤
婢
妾
は
下
女
。
召
使
い
の
女
性
。

⑥
も
て
あ
そ
ぶ
。
な
ぐ
さ
み
に
す
る
。

⑦
度
を
過
ご
し
た
行
な
い
。
正
し
く
な
い
行
な
い
。

⑧
散
楽
は
中
国
古
代
の
芸
能
の
一
つ
。
雅
楽
に
対
し
て
民
間
の
舞

楽
。
唐
代
、
転
じ
て
軽
業
・
奇
術
・
滑
稽
・
物
ま
ね
に
音
楽
を
と

も
な
っ
た
雑
多
な
芸
能
を
い
う
。奈
良
時
代
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
、

平
安
時
代
に
盛
行
。
転
訛
し
て
「
さ
る
が
く
」
と
も
呼
ば
れ
、
田

楽
や
猿
楽
な
ど
に
受
け
継
が
れ
た
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
演
劇
化

し
、
能
と
狂
言
と
な
る
。
こ
こ
で
は
雑
多
な
芸
能
を
い
う
。

⑨
拘
泥
す
る
。
執
着
す
る
。

⑩
死
者
の
霊
魂
。

⑪
な
れ
な
れ
し
く
し
、
あ
な
ど
る
。
岩
波
本
頭
注
「
底
本
・
諸
本

多
く
誤
写
。
Ａ
本
に
よ
り
訂
正
」。

⑫
先
に
聞
い
た
考
え
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
。

⑬
涵
養
は
自
然
に
水
が
し
み
こ
む
よ
う
に
徐
々
に
養
い
育
て
る
こ

と
。

⑭
て
が
ら
と
骨
折
り
。
こ
こ
は
苦
労
と
同
義
か
。

⑮
切
は
獣
骨
や
象
牙
を
切
る
。
磋
は
そ
れ
を
み
が
く
。
琢
は
玉
や

石
を
刻
ん
で
形
を
つ
け
る
。
磨
は
そ
れ
を
み
が
く
。
転
じ
て
、
自

分
自
身
で
、
あ
る
い
は
友
人
同
士
で
学
問
や
人
格
の
向
上
を
目
指

し
て
努
力
す
る
こ
と
。『
詩
経
』
衛
風
淇
奥
「
如
切
如
磋
、
如
琢

如
磨
」
に
基
づ
く
。

【
現
代
語
訳
】

　
「
幼
子
常
視
勿
誑
」。
こ
の
語
は
よ
く
「
視し

め

す
に
誑あ

ざ
むく

こ
と
な
か

れ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
よ
く
な
い
。「
誑
く
こ
と
な

き
を
視
す
」
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
読
め
ば
意
味
が

ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
。
昔
、
大
姙
が
我
が
子
文
王
を
教
育
す
る

に
あ
た
っ
て
、
胎
中
に
い
る
と
き
か
ら
教
え
、
食
べ
始
め
た
ら
教

え
、
も
の
を
言
え
ば
教
え
、
歩
き
だ
し
た
ら
教
え
、
何
か
を
行
え

ば
教
え
た
。
行
住
坐
臥
の
す
べ
て
に
お
い
て
教
え
な
い
こ
と
は
な

か
っ
た
。
故
に
文
王
は
聖
徳
を
な
し
え
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
今
、
幼
児
を
養
育
す
る
に
お
い
て
は
、
父
母
を
始
め

と
し
て
、親
戚
や
下
女
た
ち
が
い
つ
も
溺
愛
し
て
こ
の
子
を
弄
び
、

不
正
や
淫
ら
な
行
な
い
だ
け
を
教
え
、
時
に
は
戯
れ
の
あ
ま
り
、

有
る
こ
と
を
無
い
と
い
っ
た
り
、無
い
こ
と
を
有
る
と
い
っ
た
り
、

淫
ら
な
芸
や
妖
し
げ
な
術
を
お
こ
な
う
所
に
遊
行
し
、
劇
場
や
芸

能
に
馴
染
み
、
仏
に
礼
拝
し
た
り
、
鬼
神
を
な
め
て
か
か
っ
た
り

す
る
。

　

八
、
九
歳
以
後
は
、
少
し
心
あ
る
父
母
は
、
学
を
勧
め
礼
義
を

習
わ
せ
る
け
れ
ど
も
、
先
に
身
に
付
い
た
こ
と
が
先
入
主
と
な
っ

て
淫
ら
な
遊
び
に
ふ
け
っ
て
、
そ
の
垢
を
取
り
去
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
た
と
え
、
そ
の
子
が
賢
く
て
学
問
を
し
た
と
し
て
も
、
先

入
の
垢
を
取
り
去
る
苦
労
に
日
を
費
や
し
て
、
大
儒
と
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
み
な
後
世
に
お
い
て
子
供
を
育
て
る
際
の

困
難
な
点
で
あ
っ
て
、
真
儒
が
育
た
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

た
だ
文
王
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
幼
時

よ
り
育
く
む
の
に
先
ず
は
正
し
い
こ
と
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
幼
時
よ
り
染
ま
る
垢
も
少
く
な
り
、
早
く
自
ら
を
切

磋
琢
磨
し
て
そ
の
功
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
に
か
く

始
め
か
ら
垢
の
付
き
方
が
少
な
い
こ
と
を
望
む
の
み
で
あ
る
。

十
一
、『
詩
経
』
の
詩
は
最
初
か
ら
三
百
篇

　

前
儒
云
、「
詩

①

ハ
古
昔
ソ
ノ
数
多
シ
。
孔
子
コ
レ
ヲ
削
リ
テ

三
百

②

ト
ス
」
云

③
。
モ
シ
孔
子
コ
レ
ヲ
刪ケ

ヅ

リ
玉
ハ
ヾ
、
ナ
ン
ゾ

鄭テ
イ
エ
イ衛

ノ
淫イ

ン
シ詩

④

ヲ
刪
ラ
サ
ル
ヤ
。
コ
ノ
詩
、
後
世
ノ
戒カ

イ

禁キ
ン

ノ
為
ニ

残
シ
玉
フ
ト
、
回ク

ワ
イ
ゴ護

ノ
論
ヲ
ナ
ス
ハ
僻ヘ

キ

説セ
ツ

ナ
リ
。
シ
カ
レ
ハ
ス
ベ

テ
刪
ル
ニ
及
バ
サ
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
二
風

⑤

ノ
内
ニ
モ
、
衛
ニ
ハ
半

ハ
見
ル
ベ
キ
ア
リ
。
鄭
ハ
少
シ
。
コ
ノ
詩
ヲ
存
ス
ル
ヲ
ミ
レ
バ
、

詩
経
ハ
古
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
、
孔
子
ノ
聖
手
ヲ
入
サ
セ
タ
マ
ヒ
タ
ル
ニ

ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
論
語
中
ニ
「
誦
ニ
詩
三
百

ヲ一
⑥

」「
詩
三
百
、

一
言
以
蔽ヲ

ヲ
フレ

之
ヲ
⑦

」
ノ
ル
イ
ヲ
以
テ
ミ
レ
バ
、
詩
三
百
ト
云
数
ハ

古
語
ニ
シ
テ
、
孔
子
シ
バ
〳
〵
コ
レ
ヲ
ノ
玉
フ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
孔

子
自
カ
ラ
刪
リ
テ
、
吾ワ

ガ

刪
リ
タ
ル
ノ
コ
リ
ノ
詩
三
百
ト
ハ
ノ
玉
フ

マ
ジ
キ
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
以
テ
ミ
レ
ハ
孔
子
ノ
刪
リ
玉
ハ
サ
ル
コ
ト

明
ラ
カ
ナ
リ
。

【
注
】

①
中
国
古
代
の
黄
河
流
域
地
方
の
歌
謡
を
詩
と
い
い
、
詩
を
集
め

た
の
が
『
詩
（
経
）』
で
あ
る
。

②
孔
子
が
詩
を
選
定
し
て
三
百
篇
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
現
行
の

『
詩
経
』
は
三
百
十
一
篇
で
あ
る
（
う
ち
六
篇
は
題
名
の
み
残
る
）。

懐徳堂研究　第 4 号　平成 25 年 2 月 28 日

70



③
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
古
者
詩
三
千
余
篇
、
及
至
孔
子
、
去

其
重
、
取
可
施
於
礼
義
、〔
中
略
〕
三
百
五
篇
、
孔
子
皆
弦
歌
之

（
古

い
に
し
へは

詩
三
千
余
篇
、孔
子
に
至
る
に
及
び
、其
の
重
な
る
を
去
り
、

礼
義
に
施
す
べ
き
を
取
れ
り
。〔
中
略
〕
三
百
五
篇
、
孔
子
皆
な

こ
れ
を
弦
歌
す
。）」
と
あ
る
。

④
『
詩
経
』
国
風
の
鄭
風
と
衛
風
の
詩
を
指
す
。『
論
語
』
衛
霊

公
篇
に
「
鄭
声
淫
（
鄭
声
は
淫
）」、
陽
貨
篇
に
「
悪
鄭
声
之
乱
雅

楽
（
鄭
声
の
雅
楽
を
乱
す
を
悪
む
）」、『
礼
記
』
楽
記
篇
に
「
鄭

衛
之
音
、
乱
世
之
音
也
（
鄭
・
衛
の
音
は
乱
世
の
音
な
り
）」
と

あ
る
。

⑤
『
詩
経
』
国
風
の
鄭
風
と
衛
風
を
い
う
。

⑥
『
論
語
』
子
路
篇
。

⑦
『
論
語
』
為
政
篇
。

【
現
代
語
訳
】

　

先
輩
の
儒
者
た
ち
は
、「
詩
は
大
昔
は
数
が
多
か
っ
た
。
孔
子

が
こ
れ
を
削
っ
て
三
百
篇
に
し
た
」
と
い
う
。
も
し
孔
子
が
こ
れ

を
お
削
り
に
な
っ
た
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
鄭
・
衛
の
淫
ら
な
詩

を
削
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
鄭
や
衛
の
詩
は
、
後
世
の

人
を
戒
し
め
る
た
め
に
お
残
し
に
な
っ
た
と
、
弁
護
の
論
を
な
す

の
は
こ
じ
つ
け
で
あ
る
。
戒
め
の
た
め
に
残
し
た
と
す
れ
ば
、
す

べ
て
の
詩
を
削
る
に
及
ば
な
い
。
こ
の
二
つ
の
国
風
の
内
で
も
、

衛
風
に
は
半
分
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
鄭
風
に
は
少
な
い
。

こ
れ
ら
の
詩
を
残
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、『
詩
経
』
は
昔
の
ま

ま
で
、
孔
子
の
聖
な
る
手
を
お
入
れ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。『
論
語
』
の
中
に
「
詩
三
百
を
誦
す
」「
詩
三
百
、
一
言
以

て
之
を
蔽
う
」
の
類
の
語
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
詩
三
百
の
三
百

と
い
う
数
は
古
く
か
ら
あ
る
語
で
あ
る
か
ら
、
孔
子
は
し
ば
し
ば

こ
の
言
葉
を
口
に
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
孔
子
が
自
ら

削
っ
て
、
私
が
削
っ
た
残
り
の
詩
三
百
と
は
決
し
て
言
っ
て
お
ら

れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
孔
子
が
削
ら
れ
た
の
で
は
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

十
二
、『
四
書
集
註
』
に
つ
い
て

　

朱
子

①

四
書
ノ
序
、
大
学
・
中
庸
ハ
作
文
ニ
シ
テ
、
論
語
・
孟

子
ハ
序
説
ト
シ
テ
史
記
ノ
文
ヲ
ヨ
ビ
古
説
ヲ
ノ
ベ
テ
文
ヲ
作
ラ

ズ
②

。
コ
レ
孔
孟
ノ
書
ニ
序
ヲ
作
ル
コ
ト
ヲ
謙ケ

ン

退タ
イ

シ
テ
、
ア
ヘ
テ

当
ラ
ズ
ト
ス
ル
処
、
後
世
ニ
ア
リ
テ
、
何
ホ
ド
博ハ

ク
シ
キ識

ナ
ル
大
儒
ト

云
ヘ
ド
モ
、
コ
ノ
謙ケ

ン
ジ
ャ
ウ譲

ニ
ハ
及
ブ
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ
ノ
一
事
ヲ
以
テ

モ
朱
子
ノ
為な

り
レ
人
ヲ
シ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
又
朱
喜

③

章
句
、
朱
喜
集

註
ト
ア
ル
ハ
疑
フ
ベ
シ
。
朱
子
註
ヲ
作
レ
ル
ハ
、
朋
友
・
門
人
中

ニ
行
フ
書
ナ
リ
。
奏
本

④

ニ
ア
ラ
ズ
。
別
ニ
姓
名
ヲ
題ダ

イ

ス
ル
ニ
及

ハ
ズ
。
大
学
章
句
、
論
語
集
注
ト
バ
カ
リ
ニ
テ
、
上
ニ
テ
書
ツ
ヾ
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集
注
ト
上
ニ
テ
書
ツ
ヾ
ケ
ル
寸と

き

ハ
、
朱
子
ヲ
書
ニ
及
バ
ズ
。
孟
子

ノ
書
ハ
趙テ

ウ

岐キ
⑮

ノ
古
註
ア
リ
。
コ
ノ
寸と

き

章
句
ト
ス
。
シ
カ
ル
ニ
大

学
・
中
庸
ハ
一
章
ツ
ヽ
章
ヲ
分
ツ
ユ
ヘ
ニ
章
句
ト
云
。
論
語
・
孟

子
ハ
一
篇
ノ
内
数
章
ア
レ
バ
章
句
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ
。
ユ
ヘ
ニ
論

語
章
句
ト
イ
ハ
ズ
。
孟
子
ニ
ア
リ
テ
「
梁
恵
王
章
句
上
下
」
ト
ス
。

ア
ヤ
シ
ム
ベ
シ
。
又
コ
ノ
上
下
ト
分
ツ
モ
イ
ラ
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
。

コ
ノ
章
句
ハ
趙
岐
本
ノ
削
リ
ノ
コ
リ
ガ
。
又
ハ
大
全
ノ
寸と

き

ノ
ア
ヤ

マ
リ
ナ
ル
ベ
シ
。
古
説
、
論
語
二
十
篇
・
孟
子
七
篇
ト
ナ
レ
バ
、

ソ
ノ
マ
ヽ
ナ
ル
ベ
シ
。
論
語
ニ
テ
ハ
二
篇
ヅ
ヽ
合
セ
、
孟
子
ニ
テ

ハ
一
篇
ヲ
二
篇
ニ
分
ツ
。
大
全
ニ
テ
ハ
丁
数

⑯

ニ
ト
ル
ユ
ヘ
分
ツ

コ
ト
モ
ア
ル
ベ
シ
。
ス
デ
ニ
集
注
ニ
テ
ハ
数
篇
ヲ
合
セ
テ
合
巻
ト

ス
⑰

。
ナ
ン
ゾ
分
ツ
コ
ト
ノ
ア
ラ
ン
。

【
注
】

①
朱
熹
。
南
宋
の
人
。
宋
学
の
大
成
者
。
そ
の
学
を
朱
子
学
と
い

う
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）。

②
四
書
は
『
論
語
』『
孟
子
』『
大
学
』『
中
庸
』
を
い
う
。
朱
子
が

重
ん
じ
て
新
注
を
加
え
た
。
そ
の
『
大
学
章
句
』
と
『
中
庸
章
句
』

の
序
は
朱
子
の
作
っ
た
文
で
あ
る
が
、『
論
語
集
註
』
と
『
孟
子

集
註
』
の
場
合
は
「
序
説
」
と
し
て
『
史
記
』
な
ど
の
先
人
の
文

を
載
せ
て
い
る
。

③
朱
子
の
名
は
熹
で
あ
る
が
、
こ
の
底
本
で
は
喜
と
書
い
て
い
る

ケ
テ
、
下
ニ
朱
喜
章
句
、
朱
喜
集
註
ト
書
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
ナ

リ
。
明
ノ
初
、
大
全

⑤

ヲ
纂ア

ラ
ハス

。
コ
ノ
書
大
ニ
行
レ
テ
、
集
註
ノ

本
ハ
亡
ビ
タ
リ
。
大
全
ハ
勅

チ
ョ
ク
セ
ン撰

⑥
ナ
レ
バ
撰
者
ノ
名
ヲ
題
ス
。
故

ニ
朱
喜
集
註
ト
題
シ
テ
大
全
ノ
撰
者
ニ
連ツ

ラ
子タ

ル
ナ
リ
。
是
モ
ア
ル

ベ
キ
コ
ト
也
。
凡お

よ
そ勅

撰
ノ
註
書
ミ
ナ
シ
カ
リ
。
三
国
志
・
世
説
ノ

ル
イ

⑦

証シ
ヤ
ウス

ベ
シ
。
ソ
ノ
後
、
大
全
ヲ
厭
フ
テ
集
注
バ
カ
リ
ノ
本

出
タ
リ
。
此
ト
キ
大
全
ノ
本
ニ
就ツ

イ

テ
小
註
ヲ
除
キ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ

バ
、
本
書
ノ
旧
面
目
ヲ
失
ヒ
タ
ル
コ
ト
多
シ
。
朱
喜
集
註
ト
下
ニ

ア
ル
ハ
、
大
全
ヲ
写ウ

ツ
シタ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
旧
ニ
ア
ラ
ズ
。
注
ハ
一
字

下
ゲ
テ
、
字
ノ
大
サ
本
文
ト
同
ジ
コ
ト
ニ
テ
、
分
注

⑧
ニ
ア
ラ
ズ
。

今
分
註
ス
ル
ハ
旧
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
又
大
全
ノ
通
リ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。

コ
レ
ハ
只た

だ

紙
ヲ
吝ヲ

シ

ム
ニ
始ハ

ジ

マ
ル
ト
ミ
エ
タ
リ
。
論
語
・
孟
子
ニ
、

巻
ノ
一
二
皆
旧
ニ
ア
ラ
ズ
。
大
学
篇
首
ニ
分
注
シ
テ「
大
旧
音
泰
」

云
⑨々

、
中
庸
ノ
分
註
「
中
者
不
偏
」
云
云

⑩
、
皆
大
全
ノ
刪
リ

ノ
コ
リ
ナ
リ
。
中
庸
・
大
学
ノ
始
ニ
「
子
程
子
曰
」

⑪

ハ
常
ノ
注

ナ
リ
。「
右
経
一
章
」
ノ
下
、
又
「
右
伝
幾
章
」

⑫
ノ
下
、
中
庸
「
右

第
幾
章
」

⑬

ノ
下
、
ミ
ナ
朱
子
ノ
常
ノ
註
ニ
シ
テ
、
カ
ハ
ル
コ
ト

ナ
キ
ヲ
、
コ
レ
ラ
バ
カ
リ
ヲ
大
書
シ
テ
常
ノ
分
註
ト
別
ニ
ナ
シ
タ

ル
コ
ト
、
大
全
ヨ
リ
集
註
ニ
写ウ

ツ

シ
タ
ル
寸と

き

ノ
削
ノ
コ
リ
ナ
リ
ト
シ

ル
ベ
シ
。
コ
レ
ラ
ノ
ル
イ
五
経

⑭

ニ
モ
多
ク
ア
リ
。
今
改
ル
ナ
ラ

バ
ソ
レ
ゾ
レ
改
タ
キ
カ
。
後
世
ニ
書
改
ム
ル
寸と

き

ハ
、
熹
ノ
字
書か

く

ベ

カ
ラ
ズ
。
子
ト
ス
ベ
シ
。
シ
カ
レ
ド
モ
コ
レ
モ
大
学
章
句
、
論
語
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こ
と
が
多
い
。

④
朝
廷
に
奉
る
本
。

⑤
『
四
書
大
全
』。
明
・
永
楽
年
間
、
胡
広
等
奉
勅
撰
。

⑥
勅
命
を
受
け
て
作
ら
れ
た
書
物
。

⑦
『
三
国
志
』
は
晋
・
陳
寿
撰
。
南
朝
宋
・
裴
松
之
奉
勅
注
。『
世

説
新
語
』
は
南
朝
宋
・
劉
義
慶
撰
。
梁
・
劉
孝
標
注
。

⑧
割わ

り

注
の
こ
と
。

⑨
『
大
学
章
句
』
の
題
字
の
割
注
に
「
大
旧
音
泰
、
今
読
如
字
」

と
あ
る
（
図
版
Ａ
）。

⑩
『
中
庸
章
句
』
の
題
字
の
割
注
に
「
中
者
不
偏
不
倚
、
無
過
及

之
名
、
庸
、
平
常
也
」
と
あ
る
。

⑪
子
程
子
は
北
宋
の
程
明
道
と
程
伊
川
を
い
う
。『
中
庸
章
句
』『
大

学
章
句
』
の
冒
頭
に
本
文
の
二
字
下
が
り
で
「
子
程
子
曰
云
々
」

と
あ
る
を
い
う
（
図
版
Ａ
）。

⑫
『
大
学
章
句
』
の
第
一
章
の
終
わ
り
に
三
字
下
が
り
で
「
右
経

一
章
云
々
」
と
あ
り
、
以
下
章
ご
と
に
同
様
に
「
右
伝
幾
章
云
々
」

と
あ
る
を
い
う
（
図
版
Ｂ
）。

⑬
『
中
庸
章
句
』
の
本
文
の
章
ご
と
に
「
右
第
幾
章
云
々
」
と
あ

る
を
い
う
。

⑭
『
五
経
大
全
』
を
い
う
。

⑮
後
漢
の
人
。『
孟
子
』
の
注
を
書
い
た
。

⑯
「
丁
数
」
は
「
偶
数
」。「『
大
全
』
で
は
偶
数
に
な
る
か
ら
」

ＡＢ

山片蟠桃『夢ノ代』経論篇訳注（二） ―  岸田知子

73



と
い
う
の
は
『
孟
子
』
七
篇
を
偶
数
冊
数
に
す
る
た
め
と
と
る
べ

き
か
。『
四
書
大
全
』
の
『
孟
子
』
は
、
第
一
冊
に
「
梁
恵
王
章

句
上
・
下
」「
公
孫
丑
章
句
上
」
の
三
篇
、
第
二
冊
に
「
公
孫
丑

章
句
下
」「
滕
文
公
章
句
上
・
下
」
を
収
め
、
第
三
冊
は
「
離
婁

篇
章
句
上
・
下
」、
第
四
冊
は
「
万
章
章
句
上
・
下
」、
第
五
冊
は

「
告
子
章
句
上
・
下
」、
第
六
冊
は
「
尽
心
章
句
上
・
下
」
と
な
っ

て
い
る
。

⑰
『
孟
子
集
註
』
で
は
巻
一
が
「
梁
恵
王
章
句
上
・
下
」、
以
下

巻
七
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
上
下
二
篇
を
収
め
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

朱
子
の
四
書
の
序
の
う
ち
、『
大
学
』『
中
庸
』
は
朱
子
の
作
文

で
あ
り
、『
論
語
』『
孟
子
』
は
「
序
説
」
と
し
て
『
史
記
』
の
文

や
古
説
を
述
べ
て
、
自
身
の
文
を
作
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
孔
孟

の
書
に
序
を
作
る
こ
と
を
遠
慮
し
て
、
あ
え
て
作
っ
て
い
な
い
の

で
あ
っ
て
、
後
世
の
い
か
に
博
識
な
大
儒
と
い
っ
て
も
、
こ
の
謙

譲
ぶ
り
に
は
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
朱
子

の
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、（『
大
学
章
句
』『
中
庸
章
句
』
に
）「
朱
熹
章
句
」、（『
論

語
集
註
』『
孟
子
集
註
』
に
）「
朱
熹
集
註
」
と
書
い
て
あ
る
の
は

疑
問
で
あ
る
。
朱
子
が
註
を
つ
け
た
の
は
、
朋
友
や
門
人
に
向
け

て
の
書
で
あ
っ
て
、
奏
上
本
で
は
な
い
。
だ
か
ら
別
に
姓
名
を
書

き
付
け
る
に
は
及
ば
な
い
。『
大
学
章
句
』『
論
語
集
註
』
と
だ
け

で
よ
く
、
上
に
書
き
続
け
て
下
に
「
朱
熹
章
句
」「
朱
熹
集
註
」

と
書
く
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

明
の
初
め
、『
四
書
大
全
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
大
い

に
行
わ
れ
、
集
註
本
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。『
四
書
大
全
』

は
勅
撰
な
の
で
撰
者
の
名
を
書
く
。
だ
か
ら
「
朱
熹
集
註
」
と
書

い
て
『
四
書
大
全
』
の
撰
者
に
連
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
あ
り

う
る
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
勅
撰
の
註
書
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。

『
三
国
志
』
や
『
世
説
新
語
』
の
類
が
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

そ
の
後
、『
四
書
大
全
』
を
嫌
っ
て
、
集
註
だ
け
の
本
が
出
た
。

こ
の
時
の
本
は
、『
四
書
大
全
』
の
本
に
も
と
づ
い
て
小
註
を
除

い
た
も
の
な
の
で
、
本
書
の
元
の
面
目
を
失
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。「
朱
熹
集
註
」
と
下
に
あ
る
の
は
、『
四
書
大
全
』
を
写
し
た

も
の
で
、
元
に
は
な
か
っ
た
。

　

註
は
一
字
下
げ
て
、
字
の
大
き
さ
は
本
文
と
同
じ
で
あ
っ
て
、

割
り
註
で
は
な
い
。
今
、
割
り
註
に
し
て
い
る
の
は
元
の
本
で
は

な
く
、
ま
た
、『
四
書
大
全
』
の
通
り
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
た

だ
紙
を
惜
し
ん
で
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。『
論
語
』『
孟
子
』
に
つ

い
て
は
、
巻
一
と
二
は
、
す
べ
て
元
の
本
で
は
な
い
。『
大
学
』

の
篇
首
に
割
り
註
し
て
、「
大
旧
音
泰
」
云
々
と
い
う
の
や
、『
中

庸
』
の
割
り
註
「
中
者
不
偏
」
云
々
は
、
ど
れ
も
『
四
書
大
全
』

の
削
り
残
り
で
あ
る
。
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巻
と
し
、『
孟
子
』
に
て
は
一
篇
を
二
篇
に
分
け
て
い
る
。『
四
書

大
全
』
に
お
い
て
は
七
篇
を
偶
数
の
冊
に
収
め
る
た
め
、
上
下
に

分
け
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
『
孟
子
集
註
』
に
お
い
て

は
数
篇
を
合
せ
て
合
巻
と
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
分
け
る
こ
と
が

あ
ろ
う
か
。

十
三
、『
大
学
』
の
要
点

　

大
学
一
部
十
章

①
ノ
眼
目
、
第
六
章
ニ
ア
リ
。「
毋ナ

カ
レニ

自
欺

ア
ザ
ム
ク

也
」

「
此

ヲ
之
謂
二
自

慊
コ
ヽ
ロ
ヨ
シ
ト

」「
慎
二

シ
ム

其
独

ヒ
ト
リ
ヲ

也
」「
間
居

シ
テ

為
二
不

善
ヲ一

」。
ミ
ナ
コ
レ
自
カ
ラ
ナ
ス
コ
ト
ニ
シ
テ
、
人
ニ
カ
ヽ
ハ
ラ

ザ
ル
ナ
リ
。
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
自
カ
ラ
ツ
ヽ
シ
ム
寸
ハ
、
十
目
十

手
②

ナ
ニ
ヲ
カ
畏ヲ

ソ

レ
ン
。
心
広ヒ

ロ
ク

体タ
イ

胖ユ
タ
カ

③

ニ
シ
テ
、
コ
ノ
外
ニ
労

ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
ソ
ノ
余
ハ
ミ
ナ
コ
ヽ
ニ
至
ル
ノ
小
割ワ

リ

ナ
リ
。

【
注
】

①
朱
子
は
『
大
学
章
句
』
を
つ
く
っ
て
注
釈
を
施
し
、
小
学
に
対

応
す
る
大
学
教
育
の
目
的
と
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
に
い
た
っ

た
。
朱
子
は
『
大
学
』
の
本
文
に
錯
簡
誤
脱
が
あ
る
と
し
て
順
序

を
改
め
、
伝
一
章
を
補
い
、
経
一
章
と
伝
十
章
と
に
分
け
、
経
は

孔
子
の
こ
と
ば
を
曾
子
が
記
述
し
、
伝
は
曾
子
の
意
見
を
門
人
が

記
録
し
た
も
の
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
孔
子
―
曾
子
―
子
思
―
孟

一

一

一

　
『
中
庸
』『
大
学
』
の
始
め
に
「
子
程
子
曰
」
と
い
う
の
は
通
常

の
註
で
あ
る
。「
右
経
一
章
」
の
下
、
又
「
右
伝
幾
章
」
の
下
、『
中

庸
』「
右
第
幾
章
」
の
下
、
み
な
朱
子
の
通
常
の
註
で
あ
っ
て
、

変
わ
っ
て
い
な
い
の
を
、
こ
れ
だ
け
を
大
き
く
書
い
て
通
常
の
割

り
註
と
は
別
に
し
て
あ
る
の
は
、『
四
書
大
全
』
か
ら
集
註
に
写

し
た
と
き
の
刪
り
残
り
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
類
は
『
五
経
大
全
』
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
今
、
改

め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
い
も
の
で
あ
る
。
後
世
に

書
き
改
め
る
と
き
は
、「
熹
」
の
字
を
書
い
て
は
い
け
な
い
。「
子
」

と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も『
大
学
章
句
』『
論
語
集
註
』

と
上
に
あ
る
の
に
続
け
て
書
く
と
き
は
、
朱
子
を
書
く
に
は
及
ば

な
い
。

　
『
孟
子
』
の
書
は
趙
岐
の
古
註
が
あ
る
。
こ
の
と
き
「
章
句
」

と
し
た
。
し
か
し
、『
大
学
』『
中
庸
』
は
一
章
づ
つ
章
を
分
け
て

い
る
の
で
「
章
句
」
と
い
う
。『
論
語
』『
孟
子
』
は
一
篇
の
内
に

数
章
あ
る
の
で
章
句
と
は
い
え
な
い
。
だ
か
ら
論
語
章
句
と
は
い

わ
な
い
。『
孟
子
』
の
場
合
、「
梁
恵
王
章
句
上
下
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
お
か
し
い
。
ま
た
、
こ
の
上
下
と
分
け
る
の
も
不
用
な
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
「
章
句
」
は
趙
岐
本
の
削
り
残
り
だ
ろ
う
か
。

ま
た
は
『
四
書
大
全
』
の
と
き
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
は
ず
だ
。
古

説
に
て
、『
論
語
』
二
十
篇
・『
孟
子
』
七
篇
と
な
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
で
あ
る
べ
き
だ
。『
論
語
』
で
は
二
篇
づ
つ
合
せ
て
一
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子
―
二
程
子
の
い
わ
ゆ
る
道
統
論
を
た
て
た
。
朱
子
の
改
補
し
た

『
大
学
』
を
新
本
と
い
い
、『
礼
記
』
中
の
も
の
を
古
本
と
い
う
。

な
お
、
小
学
と
は
八
歳
か
ら
十
四
歳
に
い
た
る
少
年
を
対
象
と
し

た
教
育
を
い
い
、
そ
の
た
め
の
教
育
書
を
『
小
学
』
と
い
う
。
こ

の
書
は
旧
本
で
は
朱
子
の
編
と
さ
れ
る
が
、
実
は
朱
子
の
友
人
の

劉
子
澄
が
朱
子
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
編
集
し
た
も
の
で
、
一
一
八
七

年
に
完
成
し
た
。

②
『
大
学
』
伝
六
章
に
「
十
目
所
視
十
手
所
指
（
十
目
の
視
る
所
、

十
手
の
指
す
所
）」
と
あ
る
。
多
く
の
人
の
目
が
見
、
手
が
指
さ

す
対
象
の
意
で
、
多
く
の
人
の
目
か
ら
は
不
正
や
邪
悪
は
か
く
し

よ
う
が
な
い
こ
と
。

③
『
大
学
』
伝
六
章
に
「
心
広
体
胖
、
故
君
子
必
誠
其
意
（
心
広

く
体
胖
、
故
に
君
子
必
ず
其
の
意
を
誠
に
す
）」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
大
学
』
の
経
一
部
伝
十
章
の
要
点
は
、
伝
の
第
六
章
に
あ
る
。

「
自
ら
欺
く
毋
か
れ
（
自
分
で
自
分
を
ご
ま
か
さ
な
い
）」「
此
を

こ
れ
自
ら
慊

こ
こ
ろ
よし

と
謂
う
（
自
分
で
自
分
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
）」「（
君
子
は
）
其
の
独
り
を
慎
む
（
自
分
だ
け
に
し

か
わ
か
ら
な
い
境
地
で
謹
慎
す
る
）」「（
小
人
は
）
間
居
し
て
不

善
を
為
す（
だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
所
に
い
る
と
悪
事
を
働
く
）」。

ど
れ
も
自
分
か
ら
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
人
の
力
に
関
わ
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
分
を
慎
む
と
き
は
、
十
目
十
手
も

な
に
を
恐
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
心
が
広
く
体
が
の
び
や
か
に

な
り
、
こ
の
ほ
か
に
骨
折
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
の
余

の
こ
と
は
み
な
こ
こ
に
至
る
た
め
の
小
さ
な
部
分
で
あ
る
。

十
四
、『
論
語
集
註
』
序
の
程
子
の
言
葉

　
「
読

ムニ
論
語

ヲ一
有
下
読
了

テ
後
、
知
好

ム
之
者

ヲ上
①

」
ヲ
道
春
点

②

ニ

「
知

ルレ
好

ム
コ
ト

之
ヲ

者
」
ト
ス
。
シ
カ
ル
ニ
コ
ノ
語
「
知
レ
之
者
、

不
レ
如

カニ
好
レ
之

ヲ
者

ニ一
。
好

ムレ
之

ヲ
者

ハ
、
不
レ
如

カニ
楽
レ
之

ヲ
者
一

③

」

ヨ
リ
出イ

ツ

。「
楽

ムレ
之
者
ハ
、
不

ルレ
知

ラ二
手
之
舞
レ
之
足
之　

踏
ム
コ
ト

一
レ

之
ヲ

者
也

④

」。
然
レ
バ
「
知

ルレ
之

ヲ
者
、
好

ムレ
之

ヲ
者
」
ト
分
チ
云

ベ
キ
ヲ
、
略
シ
テ
「
知
ニ
好

ム
之

ヲ一
者
」
ト
云
タ
ル
ナ
リ
。
知
好
ノ

間
ニ
之
ノ
字
ア
レ
バ
紛
ハ
シ
キ
コ
ト
ナ
シ
。
コ
ノ
文
、
知
・
好
・

楽
ノ
三
ツ
ヲ
云
ニ
、
知
好
ニ
タ
ヽ
ミ
テ
、
楽
ノ
処
ヲ
手
ノ
マ
ヒ
足

ノ
フ
ム
ヲ
以
テ
永
ク
ノ
バ
シ
テ
云
コ
ト
、
文
法
ニ
テ
ハ
面
白
キ
文

ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
道
春
ノ
通
ニ
テ
ハ
味ア

シ
ハヒ

ナ
シ
。

【
注
】

①
『
論
語
集
註
』
序
に
引
く
程
子
曰
の
文
。

②
林
羅
山
の
訓
点
。
道
春
は
羅
山
の
僧
号
。

③
『
論
語
』
雍
也
篇
。
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④
『
詩
経
』
大
序
の
語
句
「
情
動
於
中
、
而
形
於
言
。
言
之
不
足
、

故
嗟
歎
之
。
嗟
歎
之
不
足
、
故
永
歌
之
。
永
歌
之
不
足
、
不
知
手

之
舞
之
足
之
踏
之
也
（
情
、
中
に
動
き
て
、
言
に
形
わ
る
。
言
の

足
ら
ざ
る
、
故
に
之
を
嗟
歎
す
。
嗟
歎
の
足
ら
ざ
る
、
故
に
之
を

永
歌
す
。
永
歌
の
足
ら
ざ
る
、
手
の
之
を
舞
い
、
足
の
之
を
踏
む

を
知
ら
ざ
る
な
り
）」
に
基
づ
く
。
ほ
ぼ
同
一
の
文
が
『
礼
記
』

楽
記
篇
に
あ
り
、
ま
た
『
孟
子
』
離
婁
上
に
「
楽
則
生
矣
。
生
則

悪
可
已
也
。
悪
可
已
則
不
知
足
之
踏
之
手
之
舞
之（
楽
則
ち
生
ず
。

生
ず
れ
ば
則
ち
悪　

已
む
べ
し
。
悪　

已
む
べ
く
ん
ば
、
則
ち
足

の
之
を
踏
み
手
の
之
を
舞
う
を
知
ら
ず
）」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
「
論
語
を
読
み
、
読
み
了お

わ

り
て
後
、
之
を
知
り
好
む
者
有
り
」

を
道
春
点
で
は
「
之
を
好
む
を
知
る
者
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
語
は
「
之
を
知
る
者
は
之
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む

者
は
、
之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
」
か
ら
出
て
い
る
。「
之
を
楽

し
む
者
は
、
手
の
之
を
舞
い
、
足
の
之
を
踏
む
を
知
ら
ざ
る
者
な

り
」
と
も
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
「
之
を
知
る
者
、
之
を
好
む
者
」

と
分
け
て
い
う
べ
き
で
あ
る
の
を
、
略
し
て「
之
を
知
り
好
む
者
」

と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
知
と
好
の
間
に
「
之
」
の
字
が
あ
れ
ば
紛

わ
し
い
こ
と
が
な
く
な
る
。
こ
の
文
、
知
・
好
・
楽
の
三
つ
を
言

う
の
に
、「
知
り
好
む
」
と
た
た
み
こ
ん
で
、
楽
の
と
こ
ろ
を
「
手

の
舞
い
足
の
踏
む
」
と
長
く
延
ば
し
て
言
う
こ
と
は
、
文
の
作
り

方
と
し
て
お
も
し
ろ
い
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
春
点
の
と
お
り

で
は
味
わ
い
が
な
い
。

十
五
、『
中
庸
』
の
構
成

　

中
庸
ノ
書
ハ
、
初
ニ
天
命
ヲ
云
ニ
、
中
和
ヨ
リ
中
庸
ヲ
解
釈
シ
、

知
・
仁
・
勇
ヲ
説
出
シ
、
三
徳
ヲ
以
テ
言コ

ト
ハ

ヲ
立
。
ユ
ヘ
ニ
ソ
ノ

対つ
い

、
多
ク
ハ
三
ナ
リ
。
ミ
ナ
知
・
仁
・
勇
ソ
ノ
中
ニ
ア
リ
。
次
ニ

費
隠

①

ヨ
リ
大
孝
ヲ
云
、
ソ
レ
ヨ
リ
天
下
国
家
ヲ
治
ム
ル
ノ
道
ヲ

ト
キ
、
誠
ニ
帰
シ
テ
至
誠
ノ
道
ヲ
云
、
ツ
イ
ニ
篤
恭
シ
テ
天
下
平

ル
ニ
至
リ
テ
止
ム
。
初
メ
天
命
ヲ
受
テ
生
ル
ヽ
ヨ
リ
始シ

シ
ウ終

本ホ
ン
マ
ツ
ツ
ウ
テ
ツ

末
通
徹
シ
テ
、
ソ
ノ
説
ミ
ナ
親シ

ン

切セ
ツ

著チ
ョ

明メ
イ

、
天
下
平
ナ
ル
ノ
極

切
②

ニ
至
リ
テ
終
ル
。
至
ル
哉
。

【
注
】

①
『
中
庸
章
句
』
第
十
二
章
に
「
君
子
之
道
、
費
而
隠
」
と
あ
る
。

費
は
わ
か
り
や
す
い
、
隠
は
わ
か
り
に
く
い
。
君
子
の
道
は
身
近

な
も
の
か
ら
始
ま
り
、
わ
か
り
や
す
い
が
、
ま
た
奥
深
く
容
易
に

知
り
得
な
い
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

②
底
本
で
は
「
極
切
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
極
功
」
が

正
し
い
。『
中
庸
』
の
末
尾
「
篤
恭
而
天
下
平
」
の
朱
注
に
「
中
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庸
之
極
功
也
」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
中
庸
』
の
書
は
、
初
め
に
「
天
命
」
を
い
い
、
次
に
「
中
和
」、

そ
し
て
「
中
庸
」
を
解
釈
し
、「
知
・
仁
・
勇
」
を
説
き
、
こ
れ

を
「
三
徳
」
と
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
対
偶
は
た
い
て
い
三
句
か

ら
な
っ
て
い
て
、
ど
れ
も
「
知
・
仁
・
勇
」
が
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
。
次
に
「
費
隠
」
よ
り
「
大
孝
」
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ

か
ら
天
下
国
家
を
治
め
る
道
を
説
き
、「
誠
」に
帰
着
し
て「
至
誠
」

の
道
を
い
い
、
最
終
的
に
「
篤
恭
に
し
て
天
下
平
な
り
」
に
至
っ

て
終
わ
る
。
初
め
天
命
を
受
け
て
生
ま
れ
る
よ
り
、
始
終
本
末
徹

底
し
て
い
て
、そ
の
説
は
み
な
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
り
明
ら
か
で
、

天
下
平
な
る
の
究
極
の
効
果
に
至
っ
て
終
る
。
至
上
の
も
の
と
い

え
よ
う
。

十
六
、『
中
庸
』
は
知
を
尊
ぶ

　

中
庸
ハ
知
ヲ
尚タ

ツ
トブ

。
堯
舜
ス
デ
ニ
仁
ア
リ
テ
、
其
済ス

ク

フ
ノ
ヒ
ロ

キ
ヲ
欲ホ

ツ
ス。

コ
レ
ヲ
行
フ
モ
ノ
ハ
知
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
知
ヲ
重
シ
ト
ス
。

論
語
ニ
ハ
、
仁
者
ヲ
上
ト
シ
、
知
者
ヲ
次
ト
ス

①
。
コ
レ
ハ
ソ
ノ

徳
ノ
優ユ

ウ

劣レ
ツ

ヲ
云
ナ
リ
。
中
庸
ニ
ハ
、
聖
人
ノ
身
ノ
上
ニ
テ
元
ヨ
リ

仁
ア
レ
ド
モ
、
知
ヒ
ロ
カ
ラ
サ
レ
バ
行
ヒ
ガ
タ
シ
、
ユ
ヘ
ニ
知
ヲ

貴
ブ
也
。
費
隠

②

ハ
大
小
顕ケ

ン

微ビ

ヲ
カ
子ね

ツ
ヽ
ミ
テ
云
。
シ
カ
ル
ニ

次
ニ
云
ゴ
ト
ク
、
鬼
神
ノ
章

③

ヲ
二
十
四
章
ヘ
ヲ
ク
ル
寸と

き

ハ
④

、

朱
註

⑤
ノ
ゴ
ト
ク
費
隠
ヲ
ク
ル
シ
ミ
解
ク
ニ
及
バ
ズ
。

【
注
】

①
『
論
語
』
里
仁
篇
に
「
仁
者
安
仁
、
知
者
利
仁
（
仁
者
は
仁
に

安
ん
じ
、
知
者
は
仁
を
利
と
す
）」
と
あ
る
。

②
十
五
の
注
①
参
照
。

③
『
中
庸
章
句
』
第
十
六
章
「
子
曰
、
鬼
神
之
為
徳
、
其
盛
矣
乎
。

～
誠
之
不
可
揜
、
如
此
夫
。」

④
鬼
神
の
働
き
の
盛
大
微
妙
を
述
べ
て
「
誠
」
の
偉
大
な
徳
の
形

容
と
し
て
い
る
が
、
前
後
の
文
章
と
の
連
続
が
悪
く
、「
誠
」
が

こ
こ
に
出
て
く
る
の
も
唐
突
で
あ
る
。
注
②
に
あ
げ
た
「
君
子
之

道
、
費
而
隠
」
か
ら
始
ま
る
第
十
二
章
か
ら
「
鬼
神
」
の
直
前
の

第
十
五
章
の
論
旨
は
「
君
子
の
ふ
み
行
う
べ
き
道
は
、
わ
か
り
や

す
く
て
明
白
で
あ
る
と
同
時
に
奥
深
く
て
わ
か
り
に
く
い
。
そ
の

始
ま
り
は
身
近
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
究
極
は
天
地
の
果
て
ま

で
も
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
平
凡
な
日
常
の
徳
を
実
行
し
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
た
め
に
努
力
し
、
過
ぎ
た
と
こ
ろ
を
抑

制
す
る
。
君
子
は
自
分
の
境
遇
に
適
応
し
た
行
動
を
と
り
、
自
分

の
道
を
守
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
鬼
神
」
の
一
段
を
、
懐

徳
堂
学
派
で
は
錯
簡
と
み
て
、
第
二
十
四
章
の
「
至
誠
之
道
、
可
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以
前
知
～
故
至
誠
如
神
」
の
一
段
の
次
に
移
し
て
読
む
と
す
る
。

⑤
朱
子
は
体
用
論
に
引
き
当
て
て
、
費
を
作
用
、
隠
を
本
体
の
こ

と
と
す
る
（
朱
註
「
費
、
用
之
広
也
。
隠
、
体
之
微
也
。」）

【
現
代
語
訳
】

　
『
中
庸
』は
知
を
尊
重
す
る
。堯
舜
は
す
で
に
仁
を
備
え
て
い
て
、

民
を
広
く
救
い
た
い
と
望
ん
だ
。
こ
れ
を
行
う
の
は
知
で
あ
る
。

だ
か
ら
知
を
重
視
し
た
。『
論
語
』
で
は
、
仁
者
を
上
位
と
し
、

知
者
を
そ
の
下
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
徳
の
優
劣
を

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
に
お
い
て
は
、
聖
人
の
身
の

上
で
あ
れ
ば
も
と
も
と
仁
が
あ
る
が
、
知
が
広
く
な
け
れ
ば
実
行

す
る
の
は
む
ず
か
し
い
、
だ
か
ら
知
を
尊
重
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
中
庸
章
句
』
十
二
章
の
「
費
隠
」
と
は
、（
君
子
の
道
が
）
大

小
と
な
く
、
目
に
明
ら
か
に
見
え
る
も
の
も
、
隠
れ
て
よ
く
見
え

な
い
も
の
を
も
包
括
す
る
こ
と
を
言
う
。
だ
か
ら
、
次
（
十
八
）

に
い
う
よ
う
に
、『
中
庸
章
句
』
十
六
章
に
あ
る
「
鬼
神
」
の
章

を
二
十
四
章
へ
移
し
た
な
ら
ば
、
朱
註
の
よ
う
に
「
費
隠
」
の
解

釈
に
苦
し
む
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

十
七
、
武
王
の
寿
命

　
「
武
王
末ス

ヘ
ニ

受
クレ

命
ヲ
①

」、
朱
註
「
末

ニ
猶
老
也
」
ト
云
。
コ
レ
ハ

文
王
世
子
篇

②

ニ
文
王
ノ
夢
バ
ナ
シ
ヲ
云
テ
、「
我
百
ニ
シ
テ
死

セ
ン
、
女

ナ
ン
ヂ

九
十
ニ
シ
テ
死
セ
ン
。
今
女
ニ
三
ヲ
ア
タ
ヘ
ン
。
文
王

九
十
七
ニ
シ
テ
崩
ジ
、
武
王
九
十
三
ニ
シ
テ
崩
ズ
」
ト
ア
ル
ヲ
信

シ
テ
、
武
王
九
十
三
ニ
シ
テ
崩
ズ
レ
バ
、
成
王
ソ
ノ
ト
キ
幼
ト
ア

ル
③

ユ
ヘ
、
武
王
八
十
有
余
ノ
寸と

き

ノ
子
ト
ミ
タ
ル
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ

末
ノ
字
ヲ
老
ノ
コ
ト
シ
ト
云
。
文
王
何
ホ
ド
ノ
聖
知
ト
イ
ヘ
ド
モ

人
ノ
寿
ヲ
シ
ラ
ン
ヤ
。又
我
齢ヨ

ハ
イヲ

人
ニ
ア
ト
フ
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ
。

一
日
半
時
モ
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
況
ヤ
三
年
ヲ
ヤ
。
武
王
ノ
孝

ニ
シ
テ
、
父
ノ
齢
ヲ
チ
ヾ
メ
テ
我
ニ
増
ス
。
天
下
ノ
不
孝
コ
レ
ヨ

リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
カ
ル
ベ
シ
。
コ
レ
ヲ
以
テ
古
書
ノ
妄モ

ウ
タ
ン誕

ヲ
シ
ル
ベ

シ
。
シ
カ
ル
ニ
朱
子
モ
コ
ノ
コ
ト
ヲ
信
ズ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
子ね

ト
モ
、

文
王
九
十
七
・
武
王
九
十
三
ノ
コ
ト
ハ
実
ナ
ル
ベ
シ
ト
ス
。
ユ
ヘ

ニ
コ
ノ
論
ア
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
史
記

④

モ
亦
コ
レ
ニ
ヨ
ル
也
。
イ

ツ
レ
ニ
モ
武
王
四
五
十
歳
ノ
間
ニ
命
ヲ
受
テ
王
ト
ナ
リ
タ
ル
ナ
ラ

ン
。
末
ト
云
ハ
、
在
位
及
年
号
ニ
初
・
中
・
末
ヲ
云
ゴ
ト
ク
、
武

王
一
生
五
六
十
年
ノ
末
ニ
ト
云
コ
ト
ナ
リ
。老
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

何
ニ
モ
セ
ヨ
武
王
ハ
五
六
十
歳
ニ
シ
テ
崩
ズ
ル
ナ
ラ
ン
。
ソ
ノ
ユ

ヘ
ハ
、
武
王
殷
ヲ
伐
テ
間
モ
ナ
ク
崩
ズ
。
ソ
ノ
ト
キ
適
子

⑤

成
王

幼
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
周
公

⑥
政
ヲ
摂
ス
。
コ
ノ
時
成
王
ノ
弟
多
ク
ア
リ
。

武
王
九
十
三
ニ
シ
テ
崩
ズ
ル
ナ
ラ
バ
、
其
弟
周
・
召
ノ
二
公

⑦
、

管ク
ハ
ン・

蔡サ
イ

ノ
二
叔

⑧

ト
モ
ニ
七
八
十
歳
ナ
ル
ベ
シ
。
成
王
ヲ
十
歳
バ

カ
リ
ト
ミ
レ
バ
、
八
十
歳
余
ノ
子
ナ
リ
。
杞キ

ノ
大
姫

⑨

ト
云
ハ
、

山片蟠桃『夢ノ代』経論篇訳注（二） ―  岸田知子

79



大
姫
ト
ア
レ
バ
適テ

キ
ジ
ヨ女

ナ
リ
。
イ
マ
ダ
嫁
セ
ザ
レ
バ
コ
レ
モ
亦
二
十

ニ
ミ
タ
ザ
ル
ベ
シ
。
シ
カ
レ
バ
七
十
ノ
コ
ロ
ノ
子
ナ
リ
。
武
王
七

十
マ
デ
子
ナ
ク
シ
テ
、
ソ
レ
ヨ
リ
大
姫
・
成
王
ヲ
ハ
ジ
メ
、
叔

シ
ユ
ク

虞グ
⑩

ヨ
リ
多
ク
ノ
子
俄ニ

ハ
カ

ニ
出
生
シ
タ
ル
コ
ト
イ
ブ
カ
シ
カ
ラ
ズ

ヤ
。
シ
カ
ル
ニ
文
王
ノ
百
年
ハ
孟
子

⑪

ニ
証
ア
レ
バ
疑
ナ
シ
ト
イ

ヘ
ド
モ
、
武
王
ノ
九
十
三
ハ
疑
フ
ベ
シ
。
ユ
ヘ
ニ
コ
ノ
章
ノ
末
ハ

武
王
一
生
ノ
末
ト
シ
、
武
王
ハ
五
六
十
歳
ノ
崩
ト
シ
ル
ベ
シ
。

【
注
】

①『
中
庸
』の
文
。
武
王
は
文
王
の
子
。
殷
王
を
破
り
周
王
と
な
っ

た
。

②
『
礼
記
』
文
王
世
子
篇
を
い
う
。
以
下
の
話
は
原
文
で
は
次
の

通
り
。「
文
王
謂
武
王
曰
、
女
何
夢
矣
。
武
王
対
曰
、
夢
帝
与
我

九
齢
。
文
王
曰
、
女
以
為
何
也
。
武
王
曰
、
西
方
有
九
国
焉
。
君

王
其
終
撫
諸
。
文
王
曰
、
非
也
。
古
者
謂
年
齢
、
歯
亦
齢
也
。
我

百
、
爾
九
十
。
吾
与
爾
三
焉
。
文
王
九
十
七
乃
終
、
武
王
九
十
三

而
終
（
文
王
、
武
王
に
謂
ひ
て
曰
く
、
女な

ん
ぢ何

を
か
夢
む
、
と
。
武

王
対こ

た

へ
て
曰
く
、
夢
む
ら
く
、
帝
、
我
に
九
齢
を
与
ふ
、
と
。
文

王
曰
く
、
女
以
て
何
と
為
す
や
、
と
。
武
王
曰
く
、
西
方
に
九
国

有
り
。
君
王　

其
れ
終つ

ひ

に
こ
れ
を
撫ぶ

せ
ん
、
と
。
文
王
曰
く
、
非

な
り
。
古

い
に
し
へ者

は
年
を
齢よ

は
ひ

と
謂
ふ
。
歯し

も
亦
た
齢
な
り
。
我
は
百
、

爾
は
九
十
。
吾　

爾
に
三
を
与
ふ
、
と
。
文
王
は
九
十
七
に
し
て

乃
ち
終
り
、
武
王
は
九
十
三
に
し
て
終
る
）」

③
成
王
は
武
王
の
子
。
注
②
の
『
礼
記
』
文
王
世
子
篇
の
続
き
に

「
成
王
幼
不
能
涖
阼
（
成
王
幼
く
し
て
阼そ

に
涖の

ぞ

む
こ
と
能
は
ず
）」

と
あ
る
。

④
周
本
紀
「
西
伯
崩
」
の
集
解
（
裴
駰
）
に
「
徐
廣
曰
、
文
王
九

十
七
乃
崩
」
と
あ
る
。

⑤
嫡
子
。

⑥
武
王
の
弟
。
武
王
の
子
の
成
王
を
助
け
て
周
王
朝
の
基
礎
を

作
っ
た
と
さ
れ
る
。

⑦
周
公
と
召
公
。
武
王
の
弟
。

⑧
管
叔
と
蔡
叔
。
周
公
旦
の
弟
。
乱
を
起
こ
し
て
殺
さ
れ
た
。

⑨
武
王
の
娘
（
出
典
不
明
）。

⑩
成
王
の
弟
、
唐
叔
虞
。
晋
の
始
祖
。

⑪
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
文
王
は
「
百
年
而
後
崩
」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
中
庸
』「
武
王
末
に
命
を
受
く
」
の
朱
註
に
は
「
末
は
猶
ほ
老

の
ご
と
し
」
と
い
う
。
こ
れ
は
『
礼
記
』
文
王
世
子
篇
の
文
王
の

夢
話
に
基
づ
く
。
そ
こ
で
は
文
王
が
武
王
に
「
私
は
百
歳
で
死
ぬ

だ
ろ
う
、
そ
な
た
は
九
十
歳
で
死
ぬ
だ
ろ
う
。
今
、（
私
の
寿
命

か
ら
）
そ
な
た
に
三
年
の
命
を
与
え
よ
う
」
と
言
っ
た
が
、
果
た

し
て
文
王
は
九
十
七
歳
で
崩
じ
、
武
王
は
九
十
三
歳
で
崩
じ
た
と
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あ
る
。
こ
れ
を
信
じ
た
と
し
て
、
武
王
が
九
十
三
歳
で
崩
じ
た
の

で
あ
れ
ば
、
成
王
は
そ
の
と
き
幼
か
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
武
王
が

八
十
歳
余
り
の
時
の
子
と
み
ら
れ
る
。
だ
か
ら「
末
」の
字
を「
老
」

と
同
じ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

文
王
が
い
か
に
聖
知
で
あ
る
と
い
っ
て
も
人
の
寿
命
を
知
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
自
分
の
年
齢
を
人
に
与
え
る
こ
と
が
あ

り
う
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
一
日
や
半
時
で
あ
っ
て
も
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
三
年
も
と
い
う
の
は
無
理
な
こ
と
。
ま
た

親
孝
行
な
武
王
が
、
父
の
年
齢
を
縮
め
て
自
分
に
加
え
た
。
天
下

で
こ
れ
よ
り
不
孝
な
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
昔
の
書
物
が

で
た
ら
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
朱
子
も
こ
の
こ
と
を
信
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
け
れ

ど
、
文
王
が
九
十
七
歳
、
武
王
が
九
十
三
歳
と
い
う
こ
と
は
事
実

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
論
（「
末
は
猶
ほ
老
の
ご

と
し
」）
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。『
史
記
』
も
こ
の
（
文
王
世
子
篇
の
）

説
に
拠
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
武
王
は
四
五
十
歳
の
間
に
天
命
を
受
け
て

王
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
末
」
と
い
う
の
は
、
在
位
や
年
号

に
初
・
中
・
末
を
い
う
よ
う
に
、
武
王
の
一
生
五
六
十
年
の
末
に

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
老
」で
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

武
王
は
五
六
十
歳
で
崩
御
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
武

王
は
殷
を
伐
っ
て
ま
も
な
く
崩
じ
た
。
そ
の
と
き
嫡
子
の
成
王
は

幼
な
か
っ
た
た
め
に
周
公
が
摂
政
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
成
王
の

弟
が
多
く
い
た
。
武
王
が
九
十
三
で
崩
じ
た
の
で
あ
る
な
ら
、
武

王
の
弟
の
周
公
・
召
公
、管
叔
・
蔡
叔
は
と
も
に
七
八
十
歳
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
成
王
が
十
歳
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
武
王

の
八
十
歳
余
り
の
時
の
子
で
あ
る
。
武
王
の
娘
の
杞
の
大
姫
と
い

う
人
は
、
大
姫
と
あ
る
か
ら
長
女
で
あ
る
。
ま
だ
未
婚
で
あ
っ
た

か
ら
、
二
十
歳
未
満
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
七
十
歳
の
こ

ろ
の
子
で
あ
る
。
武
王
が
七
十
歳
ま
で
子
が
な
く
て
、
そ
れ
か
ら

大
姫
や
成
王
を
は
じ
め
と
し
て
、
成
王
の
弟
の
叔
虞
以
降
の
多
く

の
子
が
急
に
出
生
し
た
の
は
、
あ
や
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、文
王
の
寿
命
が
百
年
で
あ
っ
た
こ
と
は『
孟

子
』
に
書
か
れ
て
あ
る
か
ら
疑
い
な
い
と
し
て
も
、
武
王
の
九
十

三
歳
と
い
う
の
は
疑
う
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
章
の「
末
」

は
武
王
一
生
の
末
と
み
な
し
、
武
王
は
五
六
十
歳
に
崩
じ
た
と
知

る
べ
き
で
あ
る
。

十
八
、『
中
庸
章
句
』
鬼
神
の
章
に
つ
い
て

　

鬼
神
ノ
章

①
、
十
六
章
ニ
ア
ル
ハ
錯サ

ク

簡カ
ン

②

ナ
リ
。
コ
ノ
書
首シ

ユ

尾ビ

連レ
ン

続ゾ
ク

ス
ル
コ
ト
至
リ
テ
正
シ
。
然
ル
ニ
コ
ノ
章
上
下
ニ
ツ
ラ
ナ
ラ

ズ
。
ユ
ヘ
ニ
朱
子
、
費ヒ

隠イ
ン

③

ヨ
リ
シ
テ
サ
マ
ザ
マ
ニ
説ト

キ

ナ
ス
ト
イ

ヘ
ド
モ
穏

ヲ
ダ
ヤ
カナ

ラ
ズ
。
仁
斉
（
マ
マ
）
先
生
コ
ノ
章
ヲ
以
テ
、「
上
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受
ル
所
ナ
ク
、下
起ヲ

コ

ス
処
ナ
シ
」④
ト
、始ハ

ジ
メテ

疑
ヲ
入
ト
イ
ベ
ト
モ
、

其
説
ヲ
得
ズ
。
万
年
三
宅ヤ

ケ

先
生
ノ
卓タ

ク
ケ
ン見

⑤

ニ
テ
、
コ
ノ
章
ヲ
二
十

四
章
ト
ス
レ
バ
、
前
後
ヨ
ク
連
続
ス
ト
ア
リ
シ
ヨ
リ
、
五
井
ノ
二

先
生

⑥

コ
レ
ヲ
ト
ナ
ヘ
テ
、
今
ノ
竹
山
・
履
軒
両
先
生
ニ
至
リ
テ

ソ
ノ
説
備ソ

ナ

ハ
ル

⑦
。
右
鬼
神
ノ
章
ヲ
ノ
ゾ
ケ
バ
、
十
五
章
ノ
「
父

母
ハ
其ソ

レ

順
ナ
ル

也
乎
」
ヨ
リ
十
七
章
ノ
「
舜
其
大
孝
也
」
カ
ヘ
ウ

ケ
テ
、
ダ
ン
ダ
ン
武
王
・
周
公
ノ
孝
ニ
ウ
ツ
ル
。
コ
レ
ヨ
リ
ヲ
イ

グ
リ
テ
二
十
四
章
ハ
二
十
三
章
ト
ナ
ル
。「
至
誠
如
レ
神

⑧

」
ヨ
リ

十
六
章
ヲ
コ
ノ
処
ヘ
［
入
テ
］「
鬼
神
之
為
レ
徳
、
其
盛
也
乎
」
ヘ

ウ
ツ
リ
、
末
ノ「
誠
之
不
レ
可
レ
揜ヲ

フ

如
レ
此
乎
」ヨ
リ
二
十
五
章
ノ「
誠

ハ
自

ラ
成

ス
也
、
道

ハ
自

ラ
道

ビ
ク

也
⑨

」
ト
ウ
ク
レ
バ
、
始
終
本
末

カ
子ね

ソ
ナ
ハ
リ
テ
又
遺
憾
ナ
シ
。
ソ
ノ
ウ
ヘ
コ
ノ
書
、
前
ニ
論
ズ

ル
ゴ
ト
ク
、
天
命
ヨ
リ
中
庸
ヨ
リ
ツ
イ
ニ
誠
ニ
成シ

ウ

就ジ
ユ

ス
。
誠
ハ
此

書
ノ
総ソ

ウ
チ
ウ紐

⑩

ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
十
六
章
ニ
誠
ノ
字
出
テ
、
二
十
五

章
マ
デ
出
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ

⑪

コ
ノ
一
篇
穏ヲ

タ
ヤ
カナ

ラ
ズ
。
今
カ
ク
ノ
ゴ

ト
ク
入
カ
ヘ
ル
寸と

き

ハ
、
誠
ノ
字
初
テ
二
十
四
章
出
テ
、
ソ
レ
ヨ
リ

誠
ヲ
ク
リ
カ
ヘ
シ
ク
リ
カ
ヘ
シ
テ
ツ
イ
ニ
「
無
声

タ
コ
ヘ
モ

無
キ

臭
カ
モ
⑫

」

［
ニ
］
至
ル
モ
ノ
、
中
庸
ノ
本
意
、
脈

ミ
ヤ
ク

絡ラ
ク

貫ク
ハ
ン

通ツ
ウ

ス
。
千
載ザ

イ

ノ
一
快ク

ハ
イ

ト
云
ヘ
シ
。
ソ
ノ
余
ハ
竹
山
先
生
ノ
定テ

イ

本ホ
ン

ニ
精
シ
ケ
レ
バ
、
コ
ヽ

ニ
略
ス
。

【
注
】

①
『
中
庸
章
句
』
第
十
六
章
は
「
子
曰
、
鬼
神
之
為
徳
」
で
始
ま
っ

て
い
る
。

②
昔
、
木
や
竹
の
ふ
だ
（
簡
）
に
字
を
書
い
て
書
物
と
し
て
い
た

が
、
ふ
だ
の
順
序
が
乱
れ
て
、
書
物
の
文
章
の
順
序
が
入
れ
違
っ

て
い
る
こ
と
。 

③
『
中
庸
章
句
』
第
十
二
章
「
君
子
之
道
、
費
而
隠
」（
十
五
・

十
六
に
既
出
）。

④
伊
藤
仁
斎
『
中
庸
発
揮
』
下
。

⑤
万
年
は
懐
徳
堂
初
代
学
主
三
宅
石
庵
の
別
号
。
三
宅
石
庵
が
唱

え
た
説
を
中
井
竹
山
が
補
っ
て
手
写
し
た
『
中
庸
錯
簡
説
』
が
懐

徳
堂
文
庫
に
残
る
。

⑥
岩
波
本
で
は
「
五
井
・
中
井
ノ
二
先
生
」
と
す
る
。
意
を
汲
み

取
っ
て
書
き
換
え
た
か
。
底
本
通
り
の
「
五
井
ノ
二
先
生
」
な
ら

ば
五
井
持
軒
と
そ
の
子
の
蘭
洲
に
な
る
。
持
軒
は
大
坂
の
儒
者
で

三
宅
石
庵
と
親
交
が
あ
っ
た
。
蘭
洲
は
懐
徳
堂
初
代
学
主
三
宅
石

庵
・
二
代
学
主
中
井
甃
庵
・
三
代
学
主
三
宅
春
楼
を
支
え
、
懐
徳

堂
の
教
育
を
朱
子
学
に
導
い
た
人
物
。中
井
竹
山
・
履
軒
の
師
。「
五

井
・
中
井
ノ
二
先
生
」
な
ら
ば
蘭
洲
と
中
井
甃
庵
。
甃
庵
は
懐
徳

堂
第
二
代
学
主
で
、
中
井
竹
山
・
履
軒
の
父
。
三
宅
石
庵
の
創
案

を
受
け
継
い
で
竹
山
・
履
軒
に
つ
な
ぐ
と
な
れ
ば
、
五
井
蘭
洲
と

中
井
甃
庵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑦
中
井
竹
山
は
『
中
庸
懐
徳
堂
定
本
』
を
、
履
軒
は
『
中
庸
天
楽

楼
定
本
』
を
書
い
て
い
る
。

⑧
『
中
庸
章
句
』
二
十
四
章
の
最
後
の
句
。

⑨
二
十
五
章
の
句
は
正
し
く
は
「
誠
者
自
成
也
、
而
道
自
道
也
」

で
あ
る
。

⑩
中
核
。
総
括
。

⑪
実
は
二
十
章
に
有
名
な
「
誠
者
天
之
道
也
」
な
ど
「
誠
」
の
字

が
多
く
見
ら
れ
る
。
以
下
、
各
章
に
「
誠
」
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
蟠
桃
の
思
い
違
い
か
。

⑫
『
中
庸
章
句
』
の
最
終
章
三
十
三
章
は
「
詩
曰
、
徳
輶
如
毛
、

毛
猶
有
倫
、
上
天
之
載
、
無
声
無
臭
、
至
矣
（
詩
に
曰
く
「
徳
の

輶か
る

き
こ
と
毛
の
如
し
」
と
。
毛
は
猶
ほ
倫た

ぐ
ひ有

り
。「
上
天
の
載こ

と

は
、

声
も
無
く
臭
も
無
し
」
と
。
至
れ
る
か
な
）」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

「
徳
輶
如
毛
」
は
『
詩
経
』
大
雅
・
烝
民
の
句
。
徳
は
毛
の
よ
う

に
軽
妙
が
、だ
れ
も
持
ち
上
げ
る
民
は
な
い
と
続
く
。「
上
天
之
載
、

無
声
無
臭
」
は
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
の
句
。
地
の
文
と
し
て
用

い
た
と
思
わ
れ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
中
庸
章
句
』
で
鬼
神
の
章
が
十
六
章
に
あ
る
の
は
錯
簡
（
入

れ
ち
が
い
）
で
あ
る
。
こ
の
『
中
庸
』
は
文
章
の
趣
旨
が
首
尾
一

貫
す
る
こ
と
が
正
確
に
守
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

章
は
上
下
の
文
章
と
つ
な
が
ら
な
い
。
だ
か
ら
朱
子
は
、（
さ
か

の
ぼ
っ
て
十
二
章
の
）「
費
隠
」
の
語
か
ら
以
後
、
様
々
に
説
明

し
て
い
る
が
穏
当
で
は
な
い
。
仁
斎
先
生
は
こ
の
章
を
、「
上
の

文
意
を
受
け
る
所
が
な
く
、
下
の
文
意
を
起
こ
す
所
も
な
い
」と
、

始
め
て
疑
問
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
説
明
は
で
き
な
か
っ
た
。
三

宅
万
年
先
生
の
卓
見
に
よ
っ
て
、
こ
の
章
を
二
十
四
章
と
し
て
入

れ
替
え
れ
ば
前
後
が
よ
く
連
続
す
る
と
さ
れ
て
か
ら
、
五
井
蘭
洲

と
中
井
甃
庵
の
二
先
生
も
こ
れ
を
唱
え
て
、
今
の
竹
山
・
履
軒
両

先
生
に
至
っ
て
そ
の
説
が
整
っ
た
。

　

右
の
鬼
神
の
章
を
除
く
と
、
十
五
章
の「
父
母
ハ
其ソ

レ

順
ナ
ル

也
乎
」

よ
り
十
七
章
の
「
舜
其
大
孝
也
」
に
つ
な
が
り
、
次
第
に
武
王
・

周
公
の
孝
に
移
っ
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
順
に
繰
り
上
げ
て
二
十
四

章
は
二
十
三
章
と
な
る
。（
二
十
四
章
の
）「
至
誠
如
神
（
至
誠　

神
の
如
し
）」
よ
り
以
後
に
十
六
章
を
こ
こ
に
入
れ
て
「
鬼
神
之

為
徳
、
其
盛
乎
（
鬼
神
の
徳
為
る
や
、
其
れ
盛
ん
な
る
か
な
）」

と
続
け
て
、（
十
六
章
の
）
末
句
の
「
誠
之
不
可
揜
如
此
夫
（
誠

の
揜お

ほ

ふ
べ
か
ら
ざ
る
此
く
の
如
き
か
な
）」
か
ら
二
十
五
章
の
「
誠

【
者
】
自
成
也
、【
而
】
道
自
道
也
（
誠
は
自
ら
成
る
な
り
、
而
し

て
道
は
自
ら
道み

ち
びく

な
り
）」
に
続
け
ば
、
文
意
が
一
貫
し
て
通
じ
、

遺
憾
な
い
も
の
に
な
る
。

　

そ
の
上
、
こ
の
書
は
、
前
に
論
じ
た
よ
う
に
、「
天
命
」か
ら「
中

庸
」、
そ
し
て
「
誠
」
に
て
完
成
す
る
。「
誠
」
は
こ
の
書
の
中
核
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で
あ
る
。
し
か
し
、
十
六
章
に
「
誠
」
の
字
が
出
て
、
二
十
五
章

ま
で
出
な
い
た
め
、（
も
と
も
と
）
こ
の
（
十
六
章
と
い
う
）
一

篇
は
問
題
が
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
よ
う
に
入
れ
替
え
れ
ば
、「
誠
」

の
字
は
初
め
て
二
十
四
章
に
出
て
、
そ
れ
以
後
、
誠
を
繰
り
返
し

て
、
つ
い
に
「
無
声
無
臭
」
に
至
っ
て
、『
中
庸
』
の
本
意
は
脈

絡
が
貫
通
す
る
の
で
あ
る
。（
十
六
章
の
「
鬼
神
」
の
章
を
二
十

四
章
と
す
る
こ
と
は
）
千
載
の
一
快
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

余
は
竹
山
先
生
の
定
本
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

十
九
、「
哀
公
問
政
」

　
「
哀
公
問
レフ

ノ
政

ヲ
①

」
章
、
説
者
云
、「
家ケ

ゴ語
②

ヨ
リ
出
ス
」
ト
。

シ
カ
ル
ニ
家
語
ノ
書
疑
フ
ベ
キ
コ
ト
多
シ
。
擬ギ

作サ
ク

③

ナ
ル
コ
ト
顕

然
タ
リ
。
家
語
コ
ノ
一
章
ヲ
ノ
ゾ
キ
テ
見
ル
寸と

き

ハ
取
ル
ベ
キ
コ
ト

ナ
シ
。
ソ
ノ
余
ミ
ナ
聖
人
ヲ
奇キ

ク
ハ
イ怪

ニ
云
ナ
シ
、
妄
説
・
杜
撰
冊
ニ

ア
ブ
ル
。
コ
ノ
一
章
ニ
カ
ギ
リ
テ
卓
然
ト
シ
テ
家
語
中
ノ
善
美
ア

ツ
マ
ル
。
コ
レ
ヲ
以
テ
ミ
レ
バ
中
庸
ハ
元
ニ
シ
テ
家
語
ヘ
ヌ
キ
出

シ
タ
ル
コ
ト
シ
ル
ベ
シ
。
コ
ノ
書
ノ
本
末
備
リ
タ
ル
ト
家
語
ノ
妄

作
ト
、
ソ
ノ
黒
白
自
カ
ラ
分
明
ナ
リ
。

【
注
】

①
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
章
。

②
『
孔
子
家
語
』。
魏
の
王
粛
の
偽
作
。「
哀
公
問
政
」
は
巻
四
。

③
『
論
語
』
に
な
ぞ
ら
え
て
作
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
擬

作
」
と
い
う
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
中
庸
』
の
「
哀
公
問
政
」
の
章
を
、「『
孔
子
家
語
』
か
ら
出
た
」

と
い
う
者
が
い
る
。
し
か
し
、『
孔
子
家
語
』
は
疑
う
べ
き
こ
と

が
多
い
。
擬
作
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
孔
子
家
語
』は
、

こ
の
一
章
を
除
く
と
、
あ
と
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
そ
の
他

の
所
で
は
、
す
べ
て
聖
人
孔
子
を
奇
怪
な
も
の
と
し
て
述
べ
て
い

て
、
妄
説
や
杜
撰
な
説
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
章
だ
け
は
ぬ

き
ん
で
て
い
て
、『
孔
子
家
語
』
の
中
の
よ
い
と
こ
ろ
が
こ
こ
に

集
ま
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
中
庸
』が
元
に
な
っ

て
い
て
『
孔
子
家
語
』
が
抜
き
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
中
庸
』

が
全
文
趣
旨
が
備
っ
て
い
る
こ
と
と
、『
孔
子
家
語
』
の
妄
語
と
、

そ
の
黒
白
は
自
然
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
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